
本
稿
で
は
、
円
安
の
影
響
を
受
け

や
す
い
８
つ
の
業
種
を
取
り
上

げ
、
円
安
に
よ
る
業
況
変
化
、
中
小
企

業
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応
策
に
つ
い
て

見
て
い
く
。

１．

自
動
車
製
造
業

�
円
安
に
よ
る
業
況
変
化

輸
出
型
産
業
で
あ
る
自
動
車
製
造
業

に
と
っ
て
、
海
外
向
け
売
上
高
の
円
換

算
（
円
建
て
）
額
が
増
え
る
円
安
は
プ

ラ
ス
に
影
響
し
、
海
外
向
け
売
上
高
が

増
え
て
い
る
。

販
売
台
数
の
７
割
超
が
海
外
現
地
生

産
の
海
外
向
け
で
あ
り
、
国
内
生
産
の

約
半
数
を
輸
出
す
る
ト
ヨ
タ
自
動
車
の

４
〜
９
月
期
営
業
利
益
は
１
兆
３
０
０

０
億
円
と
な
り
、
円
安
を
要
因
と
す
る

プ
ラ
ス
の
影
響
額
を
４
０
０
億
円
と
し

て
い
る
。
国
内
生
産
が
主
体
で
あ
る
富

士
重
工
業
の
影
響
額
は
、
９２
億
円
で
あ

っ
た
。

一
方
、
海
外
生
産
を
推
進
し
て
き
た

業
者
の
多
く
は
、
消
費
税
増
税
に
よ
る

影
響
を
受
け
国
内
販
売
が
低
調
で
あ

る
。
国
内
生
産
台
数
は
前
期
実
績
を
下

回
り
、
輸
出
も
伸
び
て
い
な
い
。

�
中
小
企
業
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応
策

自
動
車
製
造
業
各
社
は
、
円
安
と
と

も
に
原
価
削
減
を
増
益
の
要
因
と
し
て

い
る
。
利
益
率
が
低
下
し
て
も
売
上
高

を
確
保
し
た
い
中
小
部
品
製
造
業
は
、

継
続
的
に
自
動
車
製
造
業
の
原
価
削
減

要
請
に
応
え
る
必
要
が
あ
る
。
利
益
率

低
下
を
補
う
た
め
に
は
、
海
外
な
ど
の

新
た
な
市
場
展
開
が
望
ま
れ
る
。

エ
イ
ベ
ッ
ク
ス
（
愛
知
県
名
古
屋

市
）
は
、
油
圧
制
御
の
た
め
の
部
品
で

あ
る
ス
プ
ー
ル
バ
ル
ブ
の
製
造
に
集
中

す
る
こ
と
で
付
加
価
値
を
創
造
し
、
海

外
で
の
販
売
先
確
保
や
国
際
的
シ
ェ
ア

を
獲
得
し
て
い
る
。

２．

塗
料
・
イ
ン
キ
製
造
業

�
円
安
に
よ
る
業
況
変
化

塗
料
・
イ
ン
キ
製
造
業
で
使
用
す
る

原
材
料
の
多
く
は
、
中
東
か
ら
の
輸
入

品
で
あ
る
原
油
を
蒸
留
し
て
得
ら
れ
る

ナ
フ
サ
（
粗
製
ガ
ソ
リ
ン
）
か
ら
製
造

さ
れ
て
い
る
。
原
油
の
９９
％
以
上
、
ナ

フ
サ
の
５０
％
以
上
を
輸
入
で
調
達
す
る

日
本
で
は
、
需
給
バ
ラ
ン
ス
で
決
ま
る

原
油
価
格
自
体
の
高
騰
や
円
安
が
原
材

料
費
高
騰
に
直
結
す
る
（
図
表
１
）。

Ｄ
Ｉ
Ｃ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
は
、

印
刷
用
イ
ン
キ
の
主
要
販
売
先
で
あ
る

欧
米
市
場
の
営
業
利
益
が
前
年
度
比
８０

％
増
加
し
た
が
、
そ
の
う
ち
３０
％
の
増

加
額
は
円
安
の
影
響
に
よ
る
。

し
か
し
、
円
安
は
原
材
料
費
高
騰
の

要
因
で
も
あ
る
。
円
安
は
、
海
外
向
け

売
上
高
や
海
外
利
益
に
プ
ラ
ス
の
影
響

が
期
待
さ
れ
、
国
内
生
産
の
原
材
料
費

に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
。

�
中
小
企
業
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応
策

絶
縁
ワ
ニ
ス
（
特
殊
塗
料
）
で
世
界

的
な
シ
ェ
ア
を
も
つ
東
特
塗
料
（
東
京

都
墨
田
区
）
は
、
積
極
的
に
海
外
展
開

を
推
進
し
て
い
る
。
埼
玉
県
本
庄
市
の

工
場
の
ほ
か
、
台
湾
・
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
・
中
国
の
子
会
社
そ
れ
ぞ
れ
が
、
製

造
販
売
と
と
も
に
資
材
調
達
機
能
を
も

っ
て
い
る
。
資
材
を
現
地
調
達
す
る
こ

と
で
、
円
安
に
よ
る
原
材
料
費
高
騰
の

影
響
を
抑
え
、
海
外
利
益
を
享
受
し
て

い
る
。

加
工
食
品
製
造
業
は

原
価
上
昇
分
の
価
格
転
嫁
が
難
し
い

３．

家
電
製
造
業

�
円
安
に
よ
る
業
況
変
化

家
電
製
造
業
は
、
高
機
能
品
を
国
内

で
生
産
し
、
低
位
品
や
中
位
品
を
海
外

で
生
産
し
て
輸
入
す
る
傾
向
が
強
い
。

海
外
で
低
位
品
や
中
位
品
を
生
産
し
て

輸
入
し
て
い
る
家
電
製
造
業
で
は
、
円

安
に
よ
り
営
業
利
益
を
圧
迫
さ
れ
て
い

る
（
図
表
２
）。

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
や
ダ
イ
キ
ン
工
業
な

ど
で
は
、
部
品
の
内
製
化
や
生
産
の
自

動
化
な
ど
に
よ
り
、
低
位
品
や
中
位
品

の
国
内
生
産
比
率
を
高
め
る
動
き
が
見

ら
れ
る
。
国
内
生
産
回
帰
は
、
円
安
に

よ
る
輸
入
仕
入
価
格
の
上
昇
を
抑
え
る

効
果
が
あ
る
。

�
中
小
企
業
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応
策

上
場
企
業
の
国
内
生
産
回
帰
を
起
点

と
し
て
、
国
内
の
資
材
調
達
や
設
備
投

資
が
進
む
と
考
え
ら
れ
、
取
引
の
あ
る

中
小
企
業
で
は
受
注
量
の
増
加
が
期
待

で
き
る
。

ま
た
、
汎
用
的
な
部
品
（
モ
ジ
ュ
ー

ル
）
を
組
み
合
わ
せ
て
完
成
す
る
家
電

製
品
は
、
部
品
に
よ
る
差
別
化
を
し
に

く
い
と
い
わ
れ
て
い
る
。
Ｃ
ｅ
ｒ
ｅ
ｖ

ｏ
（
東
京
都
千
代
田
区
）
で
は
、
モ
ジ

ュ
ー
ル
に
自
社
開
発
品
を
組
み
合
わ

せ
、
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ
か
ら
直
接
ウ
ェ
ブ

上
に
動
画
配
信
で
き
る
装
置
を
開
発

し
、
国
内
外
の
顧
客
か
ら
支
持
さ
れ
て

い
る
。

４．

加
工
食
品
製
造
業

�
円
安
に
よ
る
業
況
変
化

円
安
の
影
響
と
海
外
に
お
け
る
日
本

食
ブ
ー
ム
に
よ
り
、
加
工
食
品
の
輸
出

額
は
増
加
し
て
い
る
（
図
表
３
）。

円
安
に
よ
り
電
気
料
金
が
上
昇
す
る

と
、
食
品
加
工
機
械
を
稼
働
さ
せ
る
光

熱
費
も
上
昇
す
る
。
原
材
料
の
多
く
を

輸
入
に
頼
っ
て
い
る
た
め
、
原
材
料
費

も
上
昇
す
る
。
原
材
料
費
や
光
熱
費
の

上
昇
分
を
原
価
削
減
努
力
で
は
吸
収
し

き
れ
ず
、
販
売
価
格
の
値
上
げ
が
続
い

て
い
る
。

�
中
小
企
業
へ
の
影
響
と
そ
の
対
応
策

交
渉
力
が
弱
い
中
小
食
品
製
造
業

は
、
原
価
上
昇
分
を
価
格
転
嫁
し
に
く

い
。
こ
の
た
め
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
を
捉

え
た
商
品
の
高
付
加
価
値
化
や
販
路
の

円安の影響を
受けやすい業種と
業況変化の特徴

執筆●経営教育総合研究所

図表２ 家電製品の輸出入額の推移

出典：「財務省貿易統計」再編加工

図表１ ナフサ・原油価格の推移

出典：石油化学工業協会HP

円
安
に
よ
る
原
材
料
価
格
の
高
騰
が
中
小
企
業
の
経
営
に
影
響
を
与

え
て
い
る
。
本
特
別
企
画
で
は
、
円
安
に
よ
る
中
小
企
業
の
業
況
の
変

化
を
み
た
う
え
で
、
取
引
先
の
実
態
把
握
の
ポ
イ
ン
ト
を
解
説
す
る
。

円
安
で
原
材
料
価
格
高
騰
！

急
が
れ
る
取
引
先
の
実
態
把把
握握

特別企画�
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